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泌尿紀要1巻2号

昭和39年6月,

泌尿器科領域に於ける血清蛋白の研究

第II篇 手術前後に於ける血清蛋白の変化

京都大学医学部泌尿器科教室(主任 稲田務教授)

姫路赤十字病院皮膚科泌尿器科

医 学 士 西 沢 信 二

(本論文の要旨は第4回 中部皮膚科泌尿器科学会連合地方会に於いて発表した)

1緒 言

著者は第1篇 に於いて各種泌尿器科疾患

の血清蛋白濃度及び其の分劃値を測定し,特

に尿路結核,急 性感染性泌尿器疾患、尿路悪

性腫瘍等に於いて相当高度の変動を認め,其

の成績に就いて記載した.

重篤なる尿路疾患の治療が外科的手術を必

要とし,手 術施行前既に相当の低蛋白血症の

状態にある個体に手術侵襲が加 え られ た場

合,其 の血清蛋白値 が如何なる変動 を 起す

か,即 ち増加,減 少或は其の恢復する状態を

術前より術後に亘 り経過を追つて観察する事

は頗る興味あるところである,

現在主として行われている術前処置として

の腸内容排除を目的とする下剤の服用,院 腸

の施行,又 術前 日から術後数 日に亘る絶食乃

至食事摂取の制限等に加 うるに手術侵襲並び

に術中術後の手術創よ りの出」血等,蛋 白の摂

取乃至生成が激減するに反 し蛋白の喪失は莫

大となり,其 の個体の蛋白代謝に著しき変動

を来たし窒素平衡が大きく負となる事は明か

である,

手術侵襲の血清蛋白に及ぼす影響に就いて

は外科領域に於いて多数の発表を見るが,横

凪 八凪 藤間・砂田,吉 田等に依れウ導 術

の大小,種 類特に瘤性か非癌性かにより其の

成績は異なるが,非 癌性一般小手術にあつて

は総蛋白濃度は手術直後より低下し始め,4

日より1週 日で最低値を示し10日 頃 より漸

次恢復 し2週 日よ り3遮 日で大体術前値に

戻るとし,各 分劃値にてはAlbuminも 略々

同様術直後より減少し4日 で最低値 を示 し

術後2週 日から3週 日で術前値或はそれ以

上 とな り,Globulinに 於いてはcr.-Globulin

は術後1週 頃迄僅かな増加の傾向 を示した

後漸次減少し、β一Globulinは 僅かに増加す

るか或は全 く変動を示さない 事 が 多 く、γ一

Globulinは 合併症の発生で著明 な 増加を示

す としている.

昭和25年 以降蛋白代謝並びにショツクの

問題が外科領域に於いて特に盛んに研究せら

れ 、手術前後に生理的食塩水(食 水 と略記)

リンゲル氏液1リ 液),ブ ドウ糖溶液(ブ 液)

等の他ポリタミン液(ポ 液1の 如 き綜合ア ミ

ノ酸製剤も使用せられ ,又 よ り大量の全血輸

血或は血漿輸注が実施 され る様にな り,更 に

新 しい輸液が盛んに研究採用されている.

著者は手術前よ り術後に亘 り手術侵襲によ

る血清蛋白値の変動並びに是等輸液 ,輸 血の,

それに及ぼす影響を観察する目的を以て腎結

核を主とした数種の泌尿器疾患の手術に就き

測定を行つたので其の成績を報告する.

II症 例

症例は総て姫路赤十字病院泌尿器科 に入院手術を

行つた患者である.

採血・測定は主として入院時即ち術前処琶施行前,
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手術直 前・手術1日 後 ・3日 後 ・1週 後 ・2週 後 ・

又は3週 後,時 に1カ 月後 ・稀 に数 カ 月後 に 行 つ

た.

III測 定 成 績

他臓器に進行性結核病変を有し ない腎結核患者の

腎別除術前後に於ける血清蛋白の測定値 は第1表 か

ら第17表 に示す如 くである.

症 例1.T・Pは 直前に僅かに上昇 し手術と

共に低下し3日 後に最低値を示し7日 後も尚低く21
ノ

日後 に術 前値 に還 る・.ALbも 略 々同様 の変動 を起 す

がT.P.よ り恢 復 が早 い・

症 例2,T・P・,ALb共3日 後 に 最 低 値 を示

す.14日 後 よ りALbは 箸 明 に増加 しそ れ と平行 し

て γGLbが 減 少 しA/Gは21日 後 に殆 ん ど正 常

値 に達 した.

症 例3術 前にT・P・ の上昇 を見た が・ 之 は腸

内容排 除,溌 腸 施行 等 に よる 血液 濃縮 の為 の 濃度 の

増加 と も考 え られ る・

症 例4・ 術 前3週 間 の 安静 ・ 化学療 法施 行 の

結 果T・P・ の上昇 、γ一GLbの 減 少 と好 影響 が 見 ら

,れ た.T.P,は4日 後7日 後 と低 くALbも 軽 度 に

第1表

症例1.嵯033・6.右 腎及膀 胱結 核.右 腎 別除 術

採 血 ・1・ …1AL・IGL・1α 一Gl・Gl・Gl・/・[繍 中・後媚

術 前5日

手 術 直 前
、

術 後1

3

7

21

日

日

日

日

8,0

8.3

7.3

.6.5

6.9

8.1

45.0

49.3

46,7

43.3

48,3

47.0

55.0

5L7

53.3

56,7

51.7

53.0

17.5

12.5

15.8

16.7

16,7

17,0

125

12.5

12.5

15.O

l2,5

10.0

25.0

26.7

25..0

25.0

22.5

26.0

0.81

0.93

0.87

0.76

0,93

0881

術 前

全血100×3

リ液1000

術 中

リ液1000

ポ液200

第2表

症 例2.○ 原.49.6・ 左 腎 及膀胱 結核 ・ 左腎 別除 術.

採 血 国T・PIAL・

術 前3

術 後1

3

7

14

21

45

日

日

日.

日

日

日

日

8.31442
ロ
7.9147.5
6,3

6.7

7.0

8,5

7.5

40.0

45.0

55,0

56.0

53.0

GL・1・G[・Gl・Gl・/・1術 前・中・後処置

55・8116・8

52.5

60.0

55.0

45.0

440

47.0

15.0

18.1

17.5

12.5

12,5

17.0

12.0

12,5

11.4

12,5

12.5

14.0

11.0

27.0

25,0

30,5

25,0

20,0

17.5

19.0

0.79

0.90

0.66

0,81

1.22

1.28

1.12

術中

全血200

第3表

症例3.梅 ○.23.9.右 腎 及膀胱 結核.右 腎別 除術 ・

採 血 ・ITP・IAL・1…1・G・Gl・GA/・1葡 中,後処置

術 前4日

手 術 直 前

術 後1日

7日

14日

7,0

8.0

7.2

7.0

7.2

52.0

51.7

50.0

48.0

51.6

48,0

48,3

50.0

52,0

48.4

10,5

10.O

l5.0

12.5

15.9

10.0

12.5

10.0

14.0

12,5

27.5

25.7

25.0

25.5

20.0

1.08

1.07

1.OO

O.92

1.06

術 中

全 血200

リ液1000
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症 例4.相O・

第4表

31.6.右 腎及 膀胱 結核 ・ 右腎別除術

採 血 ・ITPA・ ・IGLb

術 前21日

手 術 前 日

術 後1日

4日

7日

14日

21日

7.5

79

7.6

69

6,9

7.0

7.4

43.3

48.3

46.6

45.0

47.5

50.0

600

56,7

51.7

53.4』

55.0

52.5

50.0

40.O

a-GβGlγ 一Gl・/・1繍 中・後処置

11.7

12,5

16.7

15.0

20.0

17,5

11.75

8、75

10.0

11.0

12,5

9.25

12.5

10.75

36,25

29.2

25,7

27.5

23,25

20.0

175

0.76

0.93

0,87

0,81

0,90

1.00

1、50

術 中

全血100

リ液1500

第5表

症 例5・ 寺○.6.右 腎 及 膀胱結 核.右 腎 別 除術

採 血 日

術 前4

手 術 直 前

術 後1

7

14

・P・ …G・ ・la-GIβ 一Gγ 一G}・/・ 繍 中・後処 置

日 7.9 383 6L7 14.2 10.2 37.5 0.62 術前
前 7.8 417 58.3 14.2 9.5 34.3 071 全血50×2

日 7.4 41.7 58.3 15.8 15.0 27.5 071 術中
日 6.6 450 55.0 11.5 15.0 28.5 0.82 全血200

日7.1「 50.0 50・OI10・0 20.0 2・.・i1.・0 リ液1000

第6表

症例6・ ○吉 ・30・?r左 腎及膀 胱 結核. 左腎別除術・

採 血 ・!TP・L・G・ ・1-Glβ 一G}γ 一G[・/・1繍 中,後処置

術 前4日

手 術 直 前

術 後1

4

7

14

21

日

日

日

日

日

7.3

7.8

6.6

6.7

7.0

7.7

7,7

48,3

50.0

47.

50,0

53.3

50.0

56.0

51.7

50.0

52,5

50.0

46,7

50.0

44.0

14.2

13,75

15,0

17.5

14.2

20.0

15.5

12,5

16.25

14.0

10.0

12.5

12.0

10.0

25.0

20.0

23.5

22,5

20,0

17.5

18.5

0.93

1.00

0.90

1.00

1」4

1.00

1.28

術 中

全血300

リ液1000

減 少 した が α一GLbが1日 後 か ら7日 後 と 増 加 し

た.

症 例5・T・Pは7日 後 に最 低,14日 後 に γ一

GLbの 著明 な減 少でA/Gが1。0と 恢 復 した.

症 例6・T・P・ は1日 後 ・4日 後 に低 下,α 一GLb

が4日 後 ・14日 後 に増 し γ一GLbは 経 過 と 共 に漸

減 した.

症 例7・ALbの 依 復 が遅 く14日 で 尚低 いが

術 後3カ 月 には正 常域 にあつ た.

症 例8・T・P・ は4日 後 、7日 後 と 増加 し14

日後 に術 前値 迄低 下 した .ALbは γ一GLbの 減少

と共 に増 加 した.

雌 例9・4日 後 にT.P.,Aエb共 に最 低値 を示

し10日 後 よ り上 昇 した.7GLbが4日 後,21日

後 に軽 度 の増 加 を示 した.

症 例10.T.P.は7日 後 に最 低値 を示 した.他

の分劃 には大 した変動 を認 めなか つた.

症 例11・ 術 後5日 頃 よ り白股腫 を起 し約10
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第7表

症例7・ 市 ○・48.6.左 腎 及膀胱 結核.左 腎 別除術.

哀 血 ・ITP

99

循 龍 量 日

手 術 直 後

術 後1日

亭 日
7日

14日

90日

7,5

8.0

7.4

7,0

7.1

7・1

7,1

…1・ ・b陣Gβ 一Gl・-GA/・ 術 前,中,後 処 置

52.5

49.2

483

48.3

50.0

48.0

55,0

47.5

50,8

517

51.7

50.0

52.0

45.0

T
12刷}・ ・

17.5

16,3

16.7

19.5

18.75

19.5

10.0

11.5

11.5

12,5

9.25

12.5

20.0

23.0

23.5

20,0

22.0

200

17,5

L10

0.96

0.93

0.93

1.00

0、92

1.22

術 中

全血100

リ液lOOO

彙8表

症例8・ 亀 ○ ・41g・・6・ 左腎 及膀 胱結 核・ 左 腎 別除術 ・

採 血 ・TPIAL・IGL・la-Glβ 一Gl7-G

手 術 魎前 日

術 後4日

7日

14日

7,4

7.5

7.7

7.5

43.0

46.7

50.0

51.6

57.0

533

50.0

48.4

19,5

20.8

20.0

15,9

7,5

10.0

10.0

11.5

30.0

22,5

20,0

21.0

・/・1楠 中・後処置

0,75

0,87

1.00

1.06

術 中

全血250
'リ液2000

第9表

症例9.木 ○.34・ ♂.右 腎 及膀胱 結核. 右腎別除術.

採 血 司 ・

術 前3日

循 後1日

4臼

10日

21日

PALbGLb

8.0

7.7

7,1

7,8

8.5

50.0

48.3

45,0

50.0

51、6

50.0

51.7

55.0

50.0

48.4

　 G「 β一G・-Gi・/・ 術 前,中 ・後処 置

17.5

19.2

17.5

15.0

10.9

10,0

10.0

12.5

12.5

12,5

22,5

22.5

25.0

22,5

25.0

1.00

0.93

0.82

100

1.06

術 中

リ液1500

第10表

症例10.O中.24.6・ 右 腎及膀 胱結 核 ・ 右腎別除術・

採 血 副TP

術 前4日

手 術 直 前

術 後1日

7日

21日

7,3

8.0

7.2

6.5

7.1

ALb

53.3

55.0

51.6

50.0

53,3

・…Gl・G17-GA/・ 術 前,中 ・後 処置

46.7

45.0

48.4

50,0

46.7

16,7

17.5

15.9

15.0

14.2

10,0

10.0

7.5

12,5

12.5

20.0

17.5

25.0

22,5

20.0

1.14

1.22

1,06

1.00

1.14

術中

リ液1000
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第11表

症例11.草O,36,♂.右 腎 及膀 胱 結核 ・ 右 腎 別除術 ・

採 血 臼ITPALb

術 前1

術 後1

4

7

14

21

27

則
日i

口

日

日

日

日

7.7

7.4

6,9

6.9

6,0

6.4

7.6

48.3

50.0

51.7

50,0

483

41.7

47.5

…1・Gl・GレG「 ・/・

51,7

50,0

48.3

50,0

5L7

58,3

5.25

16,7

1-2,5

20,8

18.75

19,2

15,8

20,0

10,0

1125

8.75

13,25

100

17.5

15,0

25,0

22.25

18,75

18,0

22.5

25.0

17,5

1術 前tFPt後 雌

1:ll臨 、。。
1.07リ 液1500

1.00

0,93

0,71

090

第12表

症 例12.小 ○.29.6.左 腎 及膀胱 結核. 左腎別除術・

採 血 ・1・ ・IAL・1・ …G
し

術 前3

1

術 後3

7

14

日

日

日

日

日

7.0

6.9

6.7

6.2

7,0

53,3

550

50,0

533

53.3

46.7

45,0

50.0

46.7

46,7

16,7

15.0

15,0

14.2

19,2

・Gl7Gl・/・1術 前・中・伽 置

18:li
{1.:
10.0

20.0

20.0

22,5

20.0

17.5

1、14

122.

1.00

1・14

1.14

術 中.

リ液1000

第13表

症例13・ ○ 田。28.6.左 腎 及膀胱 結核.左 腎 別除術

採 血 ・1・ ・P・1…IG・ ・[・Gl・G

術 前1日

術 後1日

4日

10日

21日

7.9

7,7

7.0

7.0

75

45.0

43.3

41.7

49.0

46.7

55.Ol5.0

56.716.7

58.313.3

51.OI12.5
・3.・i158

15.0

15.O

l7.5

12.5

・Gi・/酬 繍 中・後耀

25.0

25,0

27.5

26.0

1・ ・127,5

0,82

0,76

0.71

096

0.87

術 中

全 血100

リ液1000

日間発 熱,食 思不 振 が続 い た.T、P.は4日 後,7日'

後 と低 い が14日 後,21日 後 に更 に低 下 し27日 後

に恢 復 した.ALbも 恢 復 悪 く γGLbは4日 後7

日後 と減 少 した が14日 後 よ り再 び 増加 し27日 後

に減 少 した.

症 例12・7日 後 にT.P.が 最 低 値 を示 し γ

GLbが14日 後 に減 少 した.

症 例13・T・P・ は4日 後,・7日 後 と低 く21日

後 に至 る も術 前 に 達 し'ない.ALbの 増加 少 くA/G

の改善 を見 ない.γ 一GLbは4日 後 よ り増 加 し21日

後 には術 前値 よ り高 い 本 患者 は 当手術 後約3カ 月

で右股 関節 結核 を起 し外科 に入院 した.

症 例14,T・P・,ALb共 に恢 復悪 く γGLbの

減 少 を認 めなか つ た.術 後 半 年後 よ り脊椎 カ リエ スに

て入院 加療 中.

症 例15・A■bは21日 後 に至 る も 増 加 せず

A/Gは 甚 だ し く低 く γG毛bは 術 前 よ り増 加 した ,

本患 者 は術後 約50日 で手 術創 に膿瘍 を形 成,痩 孔 を

胎 した が痩 孔 掻爬 術,Streptomycin,PASの 併用療

法 で約1カ 月 で 治 癒 した.其 の時 の 血清 輩 白値は

T.P.8.4g/d},ALb52.0,γGLb.27,0と 改善 し

た.

症 例16・T,P.は7日 後 に最低7-・GLbは 経

過 と共 に減 少 した.
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第14表

症 例14・ 原 ・20・ δ.右 腎膀胱 結核.右 腎 別除術

101

採 血 ・ 「TplAL・IGL・1・G

術 前15日

3日

手 衛 直 前

術 後4日
E7日

21日

7.9

・7 .7

8.0

7.1

7.0

7.4

46,6{53.4
　

48,351.7

50。oi50.O
コ

43356.7

45055.0

47.5525

15.9

/
15,0

19.2

16.7

15.0

1・Gl・Gl・/・ 術 前,中,後 処置

10,0

/

12.5

10,0

』12
.5

1〔}.O

27.5

/
22.5

27.5

25.8

27.5

0,87

0.93

1,00

0.76

0,82

0.90

術 前

全 血100

術 中

全 血200

リta10CO

第15表

症例15.柏025.6.左 腎 及膀 胱結核. 左腎劉除術

採 血 ・1・ ・!・ モ・
.lGL・1・G

術 前151ヨ

手 術 直 前

術 後1H

4日

7日

14日

21日

.8 .7

9.1

8,5

7.6

7.8

8.2

8.5

33.3

36.6

40.0

35.0

38.3

40.0

38.3

66.7121.7
63415.9

60.0150

65.017.5

61.716.7

60.017.5

61.714,2

・副 ・Gi・/・

120

7.5

11.25

10.0

10.O

l2.5

10,0

33.0

40.0

33.75

37.5

35.0

30,0

37.5

049

0.57

0,66

0,53

0,62

0.66

0.62

術 前,中,後 処置

術 中

全 血300

リ 液1000

症 例17・ALb,GLbは 切 開後 天 々漸 減 ・漸 増

したがA/Gは0・9と 低位 に止 つた・

以上腎 結核患 者17例 の 手術 前後 の皿清 蛋 白平均 値

第1図

&2

8.0

78

76

僻

72

7⑰

69

も`

一 一 ・ 一 一 一 一

腎結旅平均

健康人平灼

「

禽 豊↑ ・・ 佃7日
噂 即1茅

　

衛

'阜θ 2te

より総濃度及び各分劃の変動曲線を作ると第1図 よ

り第6図 の如くである.

第2図
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第16表

症例16・ ○久 保28・ δ,右 閉塞 性 結核li生膿 腫腎.右 腎別 除術

採 血 ・ITP1…IGL・1・GI・Gl・Gl"t/・ 術 前,中,後 処 置

術 前5日

手 術 前 日

術 後1日

7日

14日

8.3

7.9

7.6

7、0

73

41.6

50.0・

46.6

50.0

51.7

58.4

50,0

53.4

500

48.3

16.O

l5.0

17.5

16.25

16,7

13,75

10.0

10.0

1L25

10,0

28.65

25,0

25.9

22.5

21,6

0.73

1.00

0.87

1,00

1.07

術 前
ポ液20×12

全血100×2

術 中
ポ液100×3

全血200

術 欝1500
リ液1000

第17表

症例17.志 ○.24,♀ 左腎性 流 注膿瘍.切 開術

採 血 ・1・ ・

術 前1

術 後4

7
14

21

日

日

日

El

日

7.5

7,2

70

7,3

7.4

…1…1・GiB-一 ・1・-Gl・/・1轍 ・中・後鰭

36.6.

40,0

40.8

45.0

47.5

63.4

60.0

59.2

55,0

52.5

15.9

20.O

l7.5

15.O

l2,5

15.0

12.5

12,5

15.0

15.0

325

27、5

29.2

25.0

25.0

0,57

0、66

0.68

0.82

(1.70

各種 疾患 の手術 前後 に 於 け る 血 清蛋 白 の測 定値 は

第1琶 表 よ り第31表 に示 す如 くで ある.

症 例18.T,P.は4日 後,7日 後 に、ALbは4

日後 に夫 々低下 減少 した が其 の程度 は 軽い.γGLb

に も僅 かな減 少 をみた.

症 例19.T.Pの 軽 度の低 下の他 著変 は ない ・

症 例20,術 前処置 に よ りT・P・ は上昇 しT・P・・

A■b共1日 後 に最低 値 を 示 し4日 後 よ り恢 復 し

症 例18.前 ○.

第18表

2&6.右 副睾 丸 結核(左 切除 後),右 除睾 術

採 血 日

手 術 前

術 後1

4

7

14

日

日

日

日

日

・司AL・G…G1・G1・G1・/・1術 前・中・後処置

7.653,0

7.050,0

6,846.7

6.751.6

47,0

50.0

53,3

・ざS.4

…1・ …147・ ・

12.0

15.O

l5.8

13.4

125

10,0

125

12.5

125

11.5

25.0

225

25.0

22.5

23.0

1.12

100

087

106

112

第19表

症 例19.○ 寺.29・ δ 左 副睾丸 結核 ・左 副睾 丸切 除術

採 血 日/・ …1・L・[GL・ 卜・GIB-・1・-Gt・/・

手 術 前

術 後1

4

7

日

日

日

日

70

66

6.5

6.5

53.3

530

525

52.0

46.7

47、0

47.5

48,0

14,2

15.0

15.O

l7,5

12.5

100

12,5

10.0

20,0

22.0

20.0

20.5

1.14

1.12

1,10

1.08

術 前 ・中,後 処 置
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第20表

症 例20・ 中○,34・9・ 左水 腫腎 ・ 左腎 易四除 術

採 血 ・TP1…1…1・G・ 句 ・Gl・/・1繍 中・後雌

術 前7日

1日

術 後1日

4日

7.日

14日

7.4

79

6.4

7.0

7.2

7.3

480

46,7

43,3

47.0

47,0

55,0

52、0

53.3

56,7

53.0

53,0

45,0

12.O

l33

19.O

I8,0

15,5

15.0

15.0

12,5

10,0

10.O

l2、5

10.0

25.0

27,5

27.7

25,0

250

20,0

0,92

087

0.76

088

0.88

1.22

術 前
全血

術 中
全血
リ液

術 後

50×4

100
1000

ポ液100×3

第21表

症例21.○ 水.ε1.♀,右 膿腫 腎 右 腎別 除術

Pt血 ・ ・lTP

術 前10日

1日

術 後4日

10日

21日

7,2

6.9

5,6

6.5

7.0

AL・{GL・LαGl・G・Gl・/・1繍 中伽 置

46.6

40.0

46.6

47.0

50.0

534

60.0

53.4

53,0

50,0

15,9

17,5

134

15.5

15.0

100

15.0

7.5

12.5

12.5

27.50.87

27,50.66

27.50。87

25.00.88

22.5h,00

ヨ

術「前
全血
ポ液
術 中
全」血
ポ液

100×5

20×5

200

100

リ液2000
術 後
全100×2

第22表

症 例22・ 孝○ ・52.6・ 右膿 腫 腎.右 腎 別除術

採 血 ・TPIAL・GL・ 「 ・G・GI・Gi・/・ 術 前,中,後 処 置

術 前7日

1日

術 後3日

7日

14日

21日

7.7

7,2

6,7

6.8

7.2

7.4

40.0

383

36.6

38、3

41.6

51.6

60.0

61,7

63.4

61.7

58.4

48.4

12.5

14,2

/

16.7

15.9

13.4

15.O'

15.0

/

12,5

15.0

10.0

32.5

32、5

/

32,5

27.5

25,0

0.67

0.62

0.57

0,62

0.73

1.06

舗 黙1

垂肯{薫}舞き1§§§・

覆{簾,688

た.

症 例21・ 術 前処置 を 行 うもT.P.は 低 下 し4

日後 に最 低値 を示 した ・γ一GLbdiミ.21日 後 に減 少 し

た.

症f、122・ 術 前処置 を行 う もT・P・ は上昇 せぬ

が術 後の低 下 が軽 い,ALbの 恢 復 が著 明 であ る.

症 例23・7日 後 のTP.,ALbの 減少 と4日

後 の α一GLbの 増加 が著 明 で ある.γGLbは 経過

と共 に漸 減 した.

症 例24・T・P・ は術 前 にて 低 く恢 復 も遅 い.

α一GLbの 増加 が.7日 後に高 度 に み られ,γ 一GLb

の減 少が7日 後 よ り起つ た.

症 例25・T・P・ は14日 後 に も恢 復 を見 ない.

症 例26・T・P・ は7日 後 に最低 値 を示 しALb

は漸 減 し之 と対 称 的に α一GLbが 漸 増 した,

症 例27・T・P・ は3日 後 より低 下 し恢 復 を 示

さずALbは7日 後 に術 前値以 上 に増 加 した.

症 例28・ 総量600ccの 全血 輸血 を行 つ た.術

前処置 に よ りT・P..は 上 昇 し3日 後 に 最低JlO日

後 ・21日 後 と恢 復 したが術 前値 に は 及 ば ず,A正b

は術 前処 置 後 よ り減 少 し3日 後 に最 低 ・ 以後増 加 し

たが2i日 後 に至 る も術 前値 に達 しない.α 一GLbが
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第23表

症 例23・ 仲 ○ ・42・6・ 左残 存腎 結石,左 腎裁石 術

採 血 一日1・ …AL・ 卜 …IaGlβ 一G

手 術 前 日

術 後t日

4日

7日

14日

21日 、

83

7.4

7,1

7.0

7,1

7,8

45・0

483

45.0

41.6

46.6

500

55.0

51.7

55.0

58,4

53.4

50.0

125

11.7

20.0

15.9

15、4

15.0

15.O

l2,5

10.0

10.0

12.5

12.5

・-GIA/Gl儲 中・後耀

27,5

27,5

25.0

27,5

22,5

22.5

0.81

0.93

0.81

0.73

0、87

1…[

術 前
リ液1000

術 中

全血200
リ液1000

術 後

全 血100×L5

第24表

症例24・ 草○ ・77・6・ 胱 胱結 石J膀 胱薇 石術

採 血 ・ITplAL軌GL・1・-G・Gl・ 引 ・/・ 術前,中,後 処 置

手 術 前 日5.850.050.0

術 後3日5050.050.0

10012.527.51.00術 中

12,512・525.01.eO全 血201)[11

il冒::lll:lll:1雌:111::麗2
0・76ポ 液100

1.06リ 液10UO

・・ 日6・653・346・7、16・71…1・ … U4プ 液5CO
I

第25表

症例25.景 ○.56.6.膀 胱 結 石.膀 胱識 石術

採 血 日

手 術 前 日
'術 後3

日

7日

14日

TPALb

73

6.2

6.1

6,1

45.0

45.0

47.0

49.0

… 「 α一Glβ 一G

55.01

55.oi

53,01

51・116・ ・

18.7[11・3

15,012、5

18.010,0

10,0

γ一Gl・/・ 術 前,中 ・後処 置

25.0

27.5

25.0

250

0.82

0・82「

0.8811

096

第26幽 表

症 例26・ 野 ○.486・ 膀胱 結石 ・ 膀胱裁 石術

採 血 日 ・…1AL・IGL・ レ ・G}β 一Gl・ 矧 ・/・1繍 中・後羅

術 前3日 6.9 61.0 39.0 i5.5】

手 術 直 前 73 56.0 44.0 13.51

術 後3日 7.1 58.0 42.0 19.51

7日 6.6 56.0 44.0 2L5'1

14日 7.0 53.0 47.0 22.Ol

】0.013.5

12,5180

1…112・5

12.510.O

l2.512,5

1.56

1.28

1.38

1.28

1,12
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第27表

症例27.駒 ○・54・6・ 陰茎瘤 陰茎切断術

採 血 ・[・ ・ 【ALbG・ ・1・G・G .・G・1・/・ 繭 屯 蠣

手 術 前 日 7.0 48.3 517 16.7 8フ5 25.25 0.93 術 中

術 後3日 6.6 46.6 53.4 20.9 10.0 22.5 0β7 リ液1000

7日 6.0 51.6. 48.4 15.9 10.0 22.5 LO6

14日 6.1 50.0 50.0 / / / 1.00

症 例28・ ○ 床,4[!・

第28表

3・ 前立 腺 肥大 症. 恥骨後前立腺別除術

採 血 ・lTP AL・GL・1・Gi・G・GA/・ 術 前1中,後 処置
腎

術 前4日 6.7
i48
,351,714.2 12.525.0(193、 術 前

,

手 術 直 前 7.7 45,055,015.0 1・52…811鑛188♂3

術 後3日 5.8 43,356,719.2 12,525.00.76 術 中

10日 6.0 46.7・53,3133 10,025.00.87 全 血 ・100×3
ブ液500

2【 日 6.3 47,552,519.0 10,023.50.90 リ液1000

症 例29、 山 ○.58.

第29表

δ,前立腺肥大症・魂骨後前立腺別除術

採 血 ・1TP

術 前

術 後

7日

1日

4日

7日

14日

21日

6,0

6.8

5.9

5.6

6.0

6.3

AL・G・ ・1・G・Gl・Gl・/・

50.0

46,6

43.0

4L7

43,3

48.3

50.0

53,4

57,0

58.3

56.7

[6.7

15,0

17,5

19.5

20.8

19.2

14.2

10.O

l2.5

12.5

12.5

14.0

12.5

25.0・

23.4

25,0

25.0

23.5

25.0

1.00

0.87

0,75

0.71

0.76

0.93

術 前,中 ・後 処置

術 前
全 血100×2
ポ液20×7

術 中
全 血300

ブ液500
リ液1000

術 後

全 血100x2
ポ液20xll

症 例30.○ 木,44.

第30表

9.子 宮癌膀胱侵襲 尿管S状 腸吻合術

採 血 ・ITnlALb』IGL・1・ ・:G1・Gl・Gl… 肺 ・,鰹

術 前10日

1日右尿管 吻 合

術 後3日

10日

左尿管21日

吻合術 後

(3日)27日

(正0日)34日

(24日)48日

6.8

7.1

6,5

6.3

6.1

5.7

5.5

5.1

48,3

50,0

46.6

40.0

43.3

45.0

40,0

42.0

51.7『

50.0

53.4

60,0

56.7

55,0

60.0

58.0

20.O

l5.0

15.9

17.5

19.2

17,5

2Q.0

22.5

8.7

10.O

l2.5

12.5

12,1

12,5

15,0

15,0

23.0

25,0

25.0

30.0

25.0

25.0

25.0 .

20.5

0.93

1.00

0.87

0.66

0.76

0,81

0.66

0,72

術前

術中

術後
術前
術中

術後

全 血lUUx4
ポ液20x7

リ液600e

全 血100
ブ液500

リ液1000
ポ液100×3

全血100x5
全血100×2

ブ液500
リ液1000

ポ液10躯3
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第31表

症例31.・ 津 ○ ・72・ δ・膀胱癌 ・ 膀胱 部分切 除術

採 血 ・ITPIAL・}GLba-G1β 一一Glγ 一Gl・/・1術 前・中・後耀

術 前3日 6.0 42.0 58.0 14.0 11.5 32.5 0.72
1術 前

全血50×
手 術 直 前 6.2 48.0 52.0 12.0 10.0. 30.0 092 ポ液100x

術 後3日 6.0 40.0 60.0 17.5 10.0 32.5 0.67 術 中

7日 6.0 38.0 62.0 19.0 12.5 30.5 0.61 全血20
ブ液50

12日 5.8 383 61.7 192 15.0 27.5 0.62 リ液100

3日 後 より増加した・ と一致 している.続 いて手術直後 よ りT.P.

症 例29・ 総蚤800ccの 全血 ポ液360cc・ ブ は低 下を始 め4日 後よ り7日 後で最低値を

液500cc・ リ液1(OOccの 輸血輸注を行つた・T・P・ 示 し14日 後 よ り増加 し始め ,21日 後 で術
は術前処置により上昇し4日 後・7日 後と低下し14 前値迄恢復ナ る

,手 術 前後に輸血,輸 液 を行
日後より上昇を示し21日 後には略々恢復した.ALb

の恢復診 しく悪く ・/Gは 術瀧 よ賊 少した.つ た者で は7畷 に 上昇 を始め・'t「x復カミ早

α一GLbが4日 後より14日 後に亘り増加した.い 者 があつた・ALbも 手術直後 よ り減少 し

症 例30.全 血1200cc,ポ 液740cc.ブ 液104日 後 に最低 値を示 し・7日 後には術 前値迄

00cc,リ 液3000ccを 使用 した.T.P.は 術前処置 恢復 し14日 後,21日 後 と更に増加す るが

にて僅かに上昇したが直後より低下し特に第2回 目 健康人値 迄 に は 達 し な い.GLb分 劃 の内

の左側手術後に甚だしく低下した・ALbの 減少も高Ct-GLbは 手 術直後 よ り軽度に 増加 し始め,

度で退院時共に恢復を示さなかつた・A/Gは 術前処4日 後に最高値 を示 し7日 後軽度 に 減少,

置により一時的に増加したが術後 よ り減少 し退院時14日 後に又歩 しく増加 し以後減 少 し21日

迄増加 を見 なかつ た

症3■T.P.は 入 院時 に著 し く低 く術 前全 血

300cc,ポ 液300⊃c,。 を補 う も大 した上昇 を示 さず術

後はALbと 共 に 減 少 の 一路 を辿 つ た.γ 一GLbは

12日 後 に減 少 した・術 後12日 に 事故 退院 し其 の後

約 半月で死 亡 した・

IV紬 括並びに考按

後には術前値に近付いた.β 一GLbは 緩 やか

な上昇曲線を描 くが,著 明な変化は見られな

い・7-GLbは 手術直後 より4日 後 に 至る

間は減少も軽度であるが7日 後,14日 後 と

急カーブで減少し14日 後には一時的に健康

人値に迄達し21日 後 に は又増加を 示す・

γ一GLbが 結核性疾患に著しく増加する事は

諸家の認める処であ り藤間によれぽ肺結核,

以上31症 例の泌尿器疾患手術に際し測定 肺壊疸の死亡患老 ではALbと γ一GLbの

した術前術後の血清蛋白値の変動を総括すれ 値が健康人 と逆 となる事すらありと云い,又

ば結核腎別除術にあ つ て は 術前処置に依 り γ一GLbの 増加の持続は手術の予後不良の徴

T.P.は 軽度に上昇 しALbも 僅かに増加す 候 と見なし得るとしてお り,著 者の測定によ

るが,GLbは α一GLb及 び γ一GLbが 軽度 るも第11,13,14〕15症 例に於ける如 く合

の減少を示す 従つてA/Gが 僅か乍ら増加 併症 の発生で γ一GLbの 増加乃至増加持続

する.入 院時より手術施行 日迄の期間が永く を認め,爾 余の症例では経過 と共に著明な減

此の間に抗結核剤による治療を行つた者では 少を認めた.AIGは 術前処置に より僅かに

ALbの 増加,γ 一GLbの 減少 が 明かに見ら 増加した後,手 術 と共 に減少し4日 後に最

れた.此 あ変化は今北等の行つたヒドラジツ 低値を示 し以後漸増し7日 後 よ りは術前値

ド使用による腎結核患者の血清蛋白値の成績 を越えるが21日 後に於し'・ても健康人値には
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達 しない,

副睾丸結核の手術に於いては一般手術侵襲

後の変化 と同様で蛋白代謝に及ぼす影響は少

い.

水腫腎,膿 腫腎 の腎別除術に於 ける血清蛋

白値の変動は結核腎別除術 の場合 と略 々同様

ではあ るが膿腫腎 に於 いては輸血,ポ 液輸注

等 の術 前処置 を行 うもT.P.は 低 下 し術 後の

低下 もヌ著 明であるが,膿 腎の別除によ り蛋

白喪失の原 因が一掃 される故か,其 の恢復状

況は結核 腎別除術に比 し良好である.

膀 胱蔵石術 に於 いては患者が高令者の故 も

あ り全般 的に術後の恢復 が悪 く輸血,輸 液 の

必要 を思わ しめる。

前立腺 別除術に際 しては常に多量め出血 を

伴 うを其 の特徴 とするが文献に よれば楠,駒

瀬は平均505cc,GoldsteinandRuhinは

493cc,GoodyearandBeardは640cc(何

れ も恥骨後式)の 出血量を報告 してい る.著

者の測定量(重 量法 に よ る)は 症例28は

515cc・ 症 例29は580ccで あつた.本 手術

に際 し輸血の必要 は出血量か らみても当然 で

あ り著老 も症例28に は600cc.症 例29に

は800ccの 全 血輸血を行 つた.T,P.は 術

前処置に よ り僅かに上昇 し術直後 よ り低下 し

3日 後 か ら7日 後 で 最低値 を 示 し10日

後,14日 後 よ り恢復 し始 め るが21日 後 に

至 るも術 前値に達 しない.ALbも4日 後 に

最 秀少 く7日 後 よ り僅かな増加 を示すが21

日後 には術前値 に及 ばず,α 一GLbは 術 後4

日,7日 に軽度の増加 を見 るが β一,γ一GLb

には 大 した変動 を認めない・之等 の成績は楢

原,鳥 栖,楊 等 の報告 と同様 である.

尿管S状 腸吻合術 は 唯1例 の 測定 であ る

が著 しい変動 を認めた.即 ち 術前 よ り総 量

1・200ccの 全血輸血,ポ 液340cc.ゾ 液1,5

00ccの 輸 注を行 つたがT・P・ は術 前 に 僅か

な上昇 をみたのみで術 後は一路低下 を続け退

院時には5・19/dlと 著 しく低値 を 示 した.

ALbも 手術 直後 よ り減少 し恢復 の傾 向を認

めず,α 一GLbは 軽度の増加 を示したが γ一

GLbに は大 した変動を認めなかつ た・本手

術にあつては術前の腸洗灘,術 後週余に亘る

経口的栄養摂取の不能があ り,本 症例にては

尿管吻合術を左右2回 に分けて行つた故 もあ

つてか血清蛋白値に強い変動が現れた.尚 疾

患が別除不能の末期子宮癌であつた裏も変動

を高めた一因 と考えられる.

膀胱部分切除術に於ける測定成績は手術時

期を失 した膀胱癌患老に行つた予後不良の1

例であるが術前既に低蛋白,低 アルブ ミンが

高度で全血500cc,ポ 液300ccの 輸血,輸

液を用いて手術を施行 したがT・P・,ALb共 減

少を続け術後12日 に事故退院する迄恢復 し

なかつた.

V結 論

薯者は結核を主 とした泌尿器疾患々者3i

例に手術を行い其の術前術後に於ける血清蛋

白濃度並びに各分劃値を測定し次の如き結果

を得た.

(1)結 核腎別除術 に よ りALbは 増加し

GLbは 特に γ一GLbが 著明な減少を示す・

従つてA/Gの 改善が認められた.

(2)此 の γ一GLbの 減少 は手術の予後に

関係 し術後の7-GLbの 増加持続 は手術の

予後不良を意味する.

(3)入 院時よ り手術施行迄 の 間に抗結核

剤による治療を行 う事によ り血清蛋白値にも

改善が見られた.

(4)手 術前後に 輸血,輸 液を行 う事によ

り手術侵襲による血清蛋白値の変動の恢復が

早い.

(5)除 睾術,副 睾 丸切除術等副睾及結核

の手術にては血清蛋白値の変動は極めて軽度

である.

(6)膿 腫腎に於いては術前 に輸血輸液を

行 うもT.P.の 上昇を見ず,手 術施行により

低T・P・,低ALb.高 γ一GLb状 態 の恢復

は早い.
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(7)高 令者 の膀胱裁石術 に於 いてはT・P・,

ALbの 恢 復は遅れ た

(8)前 立 腺別除術 にあ つ て は 其 の出血量

に相当 し'て 多量 の 輸血,輸 液 を 行 つ たが

T.P.,ALb・ の 減少薯 し く又 其 の 恢復 も遅

い 二

(9)尿 管S状 腸吻合術に於いては術前よ

り術後週余に亘る食事摂取の制限に手術侵襲

が加わ る為T.P.,ALb共 低 下,減 少が著 し

く多量の輸血 並びに蛋 白製剤の投与を必要 と

寸る.

(10)膀 胱 癌に対す る膀胱部分切除術に際

しては相 当量の輸血,輸 液 を行 つたがT.P・,

ALb共 低 下の一路 を辿 り恢復 を示 さ なかつ

た.

(文 献 後 掲)




